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平成２８年度 横浜市神奈川区社会福祉協議会 事業報告 

      

           

平成２８年度 事業のトピックス 

    制度やサービスだけでは解決できない課題が増加し、個人や家族ではどうすることもできない

課題を抱える人が増えています。また、援助を求められない「孤立」した家族も増えています。

このようななか、神奈川区社協では、近隣による見守りにより、これらの課題をみつけ、制度を

活用するとともに地域で支える仕組みづくりを進めました。 

   

1 見守り体制の強化への取組 

～「住民支え合いマップづくり事業」４７自治会町内会から５６自治会町内会に拡大～ 

   平成２５年度から実施している｢住民支え合いマップづくり｣に取り組む自治会町内会が、

５６か所に増え、また、民生委員も延べ１０２名が取り組みました。５０世帯単位のご近所

エリアでの把握、見守り活動が進み、個別課題、地域課題への取り組みが進みました。  

 

 ２ 生活支援体制整備事業の取組 

平成２８年度に新たに始まった「生活支援体制整備事業」では、区社協と区内地域包括支

援センターに配置された「生活支援コーディネーター」との連携により、生活支援や介護予

防を重視した高齢者の生活を支える地域づくりを進めました。またさまざまな団体と連携し、

担い手の養成、発掘を行いました。 

 

 ３ 地区ボランティアセンターやサロンの立ち上げ、運営支援 

住民のちょっとした困りごとを解決するため、身近な地域の地区ボランティアセンター３

か所や気軽に立ち寄れるサロン７３か所の立ち上げについて支援しました。また、既存の活

動への運営支援を行いました。 

  

 ４ 「共助」の輪を広げる取組～地区社協、地区民児協等「地域団体」への支援～ 

    地区社協、地区民児協、連合町内会等の地域団体の定例会に職員が参加しました。また、区

からの委託事業として、他の地区民児協の事例を紹介するとともに、「共助」の輪を広げる重

要性、個別事例の検討等の研修を実施しました。 

 

 ５ 子どもの居場所づくりの取組 

区内の子どもたちが、環境に左右されることなく自分らしい生活をおくれるよう「子どもの

居場所づくり」をめざし、子どもを支援する事業についての研修を行いました。また、さま

ざまな課題を話し合い情報交換ができる「子ども支援ネットワーク」を組織しました。 

＊地区社会福祉協議会を「地区社協」、地区民生委員 

児童委員協議会を「地区民児協」と表記しています 
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重点項目１ 身近な地域での住民のつながり・支えあい活動の推進  
 

＊【 】内は事業の分類 → 【生活支援体制整備事業】 

１ 生活支援体制整備事業の推進 

 【支え愛プラン基本目標 柱１-１-②】【市中 

「生活支援コーディネータ

ー」を中心にした地域支援づ

くり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

横浜市では平成２８年度より「生活支援体制整備事業」が始まりま

した。それに伴い区内の８つの地域包括支援センターとそれを支援す

る役割として神奈川区社協に「生活支援コーディネーター」が配置さ

れ、生活上の困りごとを解決する仕組みづくり（生活支援）や心身と

もに健康で、誰もが生きがいを持てる仕組みづくり（介護予防）を進

めるために、それぞれの地域包括支援センターエリアでの活動の他、

４つの部会に分かれ、地域の中での取り組みを進めました。 

 

❶生活支援コーディネーターの支援 

 各地域包括支援センターに配置された生活支援コーディネーター

を支援するため、毎月１回、定例会を開催し、仕事を進める上での悩

みや事例の紹介などを行いました。 

 また、視察研修会や事例研修会等を行い、生活支援コーディネータ

ーの力を高めました。 

 

❷部会活動の支援 

 生活支援体制整備事業を進めるため、４つの部会に分かれ活動を展

開しました。 

 ◯生活支援部会 

  買い物困難者の支援や家の中の修繕や掃除、移動困難者等の支援

や通院介助等の支援策を検討しました。 

 ◯サロン連絡会部会 

  身近な地域で住民が交流できるとともに、参加者としてだけでな

く、担い手としても参加できる場を作りました。 

 ◯広報部会 

  生活支援体制整備事業の意味合いを広く、地域の皆さんに理解し

てもらえるよう、リーフレット等を作成しました。 

 ◯体操部会 

  身近な場所で気軽に体操等に参加し、心身の健康増進を図る他、

地域での見守り活動にもつなげました。 
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【共同募金配分事業・地域福祉推進事業】 

２ 民生委員とふれあい訪問員等による見守り・支え合い活動と公的機関が連携した困った問題の

解決に向けたネットワークの仕組づくり            

①「住民支え合いマップづく

り」をきっかけにした小地

域における見守り推進事

業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②住民による見守り活動の

充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成25年度より実施している「住民支え合いマップづくり」によ

る要援護者の把握、見守りの輪を広げていく活動として、「住民支え

合いマップづくり作成講座」を実施しました。結果、課題を抱えた人

への支援活動にもつながりました。 

 

❶住民支え合いマップづくり作成講座 

〇日にち・回数 第１回 7月19日(火)・第 2回 8月 2日(火) 

        第 3回 9月 9日(金) 

◯講 師 住民流福祉総合研究所 木原孝久氏 

〇場 所 はーと友神奈川 多目的研修室 他 

〇参加者数 ３０名（うち地域１３名、支援機関等１７名） 

○対 象  自治会町内会、民生委員、ケアプラザ職員等 

〇内 容 <7月19日> 

①住民支え合いマップの考え方について 

②模擬マップ作り 

<8月 2日> 
①世話焼きさんが参加してのマップ作り 
②マップからの課題の抽出 

<9月 9日> 
住民支え合いマップを実践してみての課題の話し合い 

 

❶住民支え合いマップを活用した５０世帯を単位とした見守り活動

の推進 

 56 自治会町内会（自治会町内会全体で実施し、民生委員も参加）

と14エリアの地区民生委員児童委員協議会（民生委員102名の担当

地区で実施）において、住民支え合いマップづくりを行い、住民同

士のつながりの把握、地域課題の発見、孤立している高齢者の把握

を行いました。 

～新規実施地区のみ掲載～ 

自治会町内会 

○神大寺東町町内会 ◯ヨコハマポートサイド自治会 ◯新町会 

◯羽沢星ヶ丘自治会 

  

地区民児協 

○幸ヶ谷地区民児協 ◯神奈川地区民児協  ◯神大寺地区民児協 

◯羽沢三枚地区民児協  

 

❷見守りを中心としたサロンの充実 

自治会や民生委員が主体となり、地域のご近所の方が気楽に集まる
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③サロン連絡会の開催 

 

場所を作り、つながりをもっと活発にさせたいと、区内各地で７３か

所のサロンが活動しています。 

 

 上記サロンが各地域で展開される中、求められる機能や内容につい

ての研修を行いました。 

〇日 時 １月１２日（木）13:30～15:30 

〇場 所 はーと友神奈川 多目的研修室 

〇講 師 ボランティアグループすずの会 代表 鈴木 恵子氏   

〇内 容 「これからのサロンに求められるもの」 

〇参加者 ５３名 

 

【共同募金配分事業・善意銀行運営・地域福祉推進事業】 

３ 自治会・町内会等と協働でつくる災害時要援護者支援などの仕組づくり 

①災害時要援護者支援事業

助成金 

 

 

 

 

 

②災害時要援護者支援講座

の開催 

 

 

 

 

 

 

 

 

神奈川区役所では平成26年度から行政が保有する災害時の要援護

者情報を、希望する自治会町内会の防災組織に提供する「情報共有方

式」による災害時要援護者支援事業を開始し、７７団体と協定を締結

しています。これに伴い地域の活動を支援するため、神奈川区役所と

共同で助成金制度を運営しています。 

〇本助成金を申請した団体数       ２５団体 

〇助成総額：       １，１１０，４００円 

 

災害時要援護者名簿の活用法を学ぶため、区内の先行事例の紹介を

行いました。 

 〇日 時 ６月２７日（月）10:00～12:00 

〇場 所 はーと友神奈川 多目的研修室 

〇講 師 青木第二自治会町内会連合会 澤兼一郎会長 

      青木第二地区社協 戸張治行会長 

青木第二地区社協 神谷禮子事務局長 

 〇内 容 要援護者と各自治会町内会をつなぐ「物資運搬訓練」の

開催に連合全体で取り組む 

〇参加者 ５４名 

                       【法人運営・地区社協活動支援事業・共同募金配分事業】 

４ 地区社協の支援 

①地区社協分科会と事務担

当者会議・研修の合同開催 

 

 

 

 

 

 

 

❶地区社協分科会の開催 

区社協からの助成金や研修会の案内、地区社協の取組の紹介などを

行う会議を年６回開催しました。 

 

第１回：４月21日(木) 第２回：６月16日(木) 第３回：８月４日(木) 

第４回：10月24日(月) 第５回：12月７日(水) 第６回：２月16日(木) 

 

❷地区社協役員等研修会の開催 （他都市視察研修） 

 神奈川区で実施するふれあい訪問事業の参考とするため、市を挙げ

て具体的な見守り活動に取り組む沼津市と多くの住民が関わり部会
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②地区社協相談支援事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③各地区ふれあい訪問活動

への支援 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単位での活動が充実している愛鷹地区社協の視察研修を行いました。 

〇日 時 １０月２４日(月) 

〇訪問先 沼津市社会福祉協議会 

〇参加者 ６２名 

〇内 容 (1)沼津市で取り組む小地域ネットワーク活動について             

(2)愛鷹地区社協の取組について 

〇講 師 沼津市社協 石黒氏 

      沼津市愛鷹地区社協の皆さん 
 

❸見守り活動情報交換会 

 沼津市社協の視察を受け、各地区のふれあい訪問活動を含む各地区

の見守りの取り組みについて情報交換を行いました。 

〇日 時 １２月７日(木) １４:００～１６:００ 

〇場 所 はーと友神奈川 多目的研修室 

〇参加者 ４２名 

 

職員が地区社協理事会・事務局会議、役員打合せ会などに出向き 

地区社協の運営や活動について、他地区や他区の情報を提供したり、

先進事例を紹介するなど、具体的な活動支援を行いました。 

＜職員が出向いた定例会＞ 

・子安通1丁目地区社協定例会(地区会長会内で開催）（月１回） 

・大口七島地区社協理事会  （月１回） 

・神奈川地区社協事務局会議 （２ヵ月に１回） 

・幸ヶ谷地区社協事務局会議 （月１回） 

・神西地区社協役員会    （隔月１回） 

・青木第二地区社協定例会(地区会長会内で開催）（月１回） 

・三ッ沢地区社協定例会   （月１回） 

・神大寺地区社協事務局会議 （月１回） 

・片倉地区社協理事会      （月１回） 

 

 

地区社協が区から受託しているふれあい訪問事業が円滑に進めら

れるよう、見守りの方法や担い手の増強などについて地区社協の相談

に乗り、研修などの支援を行いました。 

＜研 修 事 例＞ 

≪新子安地区社協≫ 全１回 

  ふれあい訪問員研修会に参加し、日頃の活動の中で特に気にかけ

て欲しい世帯について説明しました。 

≪子安通1丁目地区社協≫ 全１回 

ふれあい訪問員・友愛推進員合同研修会に参加し、日頃の活動の

中で特に気にかけて欲しい世帯について説明しました。 

≪大口七島地区社協≫ 全１回 

  ふれあい訪問員研修会に参加し、日頃の活動の中で特に気にかけ

て欲しい世帯について、事例を提供しました。 



6 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

➃地区ボランティアセンタ

ーの運営支援 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪白幡地区社協≫ 全２回 

  ふれあい訪問研修会に参加し、ふれあい訪問活動とは・情報交換

の具体的な進め方などについて研修を行いました。 

≪神奈川地区社協≫ 全１回 

  ふれあい訪問員連絡会に参加し、区内のふれあい訪問事業の状況

を共有し、今後の取り組みについて話し合いました。 

≪幸ヶ谷地区社協≫ 全３回 

地区社協で組織した「み守りたい」の皆さんを対象に、認知症の

ことを学びました。また、地図を広げ、町内会ごとに気になる人を

出しあいました。 

≪青木第一地区社協≫ 全１回 

  ふれあい訪問員が集まり、地区内で行われているサロンやふれあ

い訪問の情報交換会についての発表を聞き、見守りについて学びま

した。また、町内会ごとに、気になる人を出し合いました。 

≪青木第二地区社協≫ 全２回 

  ６つの自治会町内会ごとに、自治会町内会役員、民生委員、ご近

所のことに詳しい方に参加いただき、情報交換と見守り方法の検

討、災害時の対応について話し合いました。 

≪片倉地区社協≫ 全２回 

  自治会町内会ごとに、きめ細かく見守り活動を行う必要性と意義

について研修会を行いました。また、実際に各自治会町内会におい

て、個別にふれあい訪問員情報交換会を開催し、気になる人を出し

合い、見守り方法を検討しました。 

≪羽沢地区社協≫ 全１回 

ふれあい訪問員研修会に参加し、日頃の活動の中で特に気にかけ

て欲しい世帯について、事例を提供しました。 

 

住民のちょっとした困りごとを解決できるちょっとした手助けを、

地域住民が自ら行い、それをコーディネートする「地区ボランティア

センター」の運営費を助成するとともに、運営の支援を行いました。 

 

≪地区ボランティアセンター設置地区≫ 

○大口･七島地区「大口七島ミニボランティアセンター」 

年間依頼件数：１３件 

主な依頼内容：ゴミ屋敷の清掃、草木の剪定、障子の張替え等 

○菅田地区「菅田安心ボランティア」 

年間依頼件数：４６件 

主な依頼内容：草取り・枝切り、網戸・障子の張替・室内片付 

け、修理等 

 

≪28年度新たに立ち上がった地区≫ 

 ○神奈川地区「神奈川支え合いチーム」 

年間依頼件数：８件 

主な依頼内容：電球交換、ネズミ駆除、ごみ出し支援など 
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⑤地区ボランティアセンタ

ー立ち上げ研修会 

 ◯三ツ沢南町町会「三ツ沢南町お助け隊」 

年間依頼件数：３件 

主な依頼内容：草取り、雨どい修繕 

 ◯松見地区「松見地区ボランティアセンター」 (Ｈ29.4.1開所) 

 

 社会的に生活支援への取り組みの重要性が増す中で、区内でも身近

な地域での住民同士の支え合いを基調とした地区ボランティアセン

ターの立ち上げに向けた研修会を開催しました。 

 ○第１回 

日 時 ５月３１日（火）１０：００～１２：００ 

 場 所 はーと友神奈川 

 内 容 茅ヶ崎市社協及び茅ヶ崎市地区ボラセンの取り組み 他 

 講 師 茅ヶ崎市社協 加藤 絵里氏、横山 康洋氏 

     サポートはますか 習田 祐子氏 

     湘北地区ボランティアセンター 有元 佳子氏 

 

 ○第２回 

日 時 ６月１４日（火） １０：００～１２：００ 

 場 所 はーと友神奈川 

 内 容 神奈川区内の地区ボランティアセンターの取り組み 

 講 師 菅田安心ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ 倉石調整役,石渡調整役,法田調整役 

     大口七島ミニボランティアセンター 菊地センター長 

４ 地域ケアプラザ・地域包括支援センターと民生委員が連携した身近な地域での困った個別の 

課題の解決に向けたネットワークの仕組づくり          

① 地区民児協との間での困

った問題を抱える要援護

者情報の共有化と解決に

向けた取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

❶地区民児協定例会議への出席 

地区民児協定例会議に出席し、地域ケアプラザ・地域包括支援セン

ターと連携し、制度では解決できない困った問題を抱える人の情報を

民生委員やふれあい訪問員などと共有化。その対応を協議し解決に向

けて連携しました。 

＜定例的に出向いた会議＞ 

幸ヶ谷地区民児協、青木第二地区民児協、三ッ沢地区民児協 

白幡地区民児協、神大寺地区民児協、神奈川地区民児協、六角橋地

区民児協 

 

❷民生委員研修の開催 （区委託研修） 

区役所の委託を受け、「民生委員の為の事例対応力向上研修」を開

催しました。「２０２５年問題と介護保険の改正 ～民生委員活動と

の関連性～」をテーマに今後意識して見守る世帯等について、その

対応策や関わりについて検討しました。 

＜開 催 状 況＞ 

（青木第二地区） 

 日 時 ５月２７日（金）１９：００～１９：３０ 

 場 所 上反町会館 

 出席者 民生委員：５名 
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②専門機関相互の情報の共
有化と解決に向けた取組 

 (包括支援センター定例 
カンファレンスへの出席) 

 

③地域包括支援センターが
主催する地域ケア会議へ
の参加 

 

（片倉・菅田・羽沢三枚地区） 

 日 時 ７月９日（土） １３：３０～１５：３０ 

場 所 羽沢スポーツ会館 

出席者 民生委員：３２名 

（羽沢：９名、菅田：９名、片倉：１０名 三枚：４名） 

 

（新子安・子安入江・神奈川・神西浦島丘地区） 

日 時 ７月１８日（祝） １０：００～１２：００ 

場 所 新子安地域ケアプラザ 多目的研修室 

出席者 民生委員：３６名 

（新子安：１０名、子安入江：１１名、神奈川：５名、 

神西浦島丘：１０名） 

 

（大口七島・白幡地区） 

 日 時 ９月１２日（月） １８：００～２０：００ 

場 所 白幡地区センター 研修室 

出席者 民生委員：３６名 

（白幡：１９名、大口七島：１７名） 

 

（神北・六角橋地区） 

 日 時 ９月１５日（木） １３：３０～１５：００ 

場 所 六角橋地域ケアプラザ 多目的研修室 

出席者 民生委員：２９名 

（神北：１３名、六角橋：１６名） 

 

区内全包括支援センターで月 1 回行われる定例カンファレンスに

出席。カンファレンスで出された事例のうち、制度では解決できない

困った課題を抱える人の情報を共有化し、民生委員や地区社協等と共

に対応策を検討しました。 

 

 課題に対して、地域資源の活用、協働の視点をもって包括支援セン

ターが主催する地域ケア会議に参加しました。 

 

             【地区社協活動支援事業・共同募金配分事業・善意銀行運営・神奈川区社協助成金】 

５ 地区社協、福祉団体への活動助成・配分 
                       （活動計画：支援策①参照） 

①区社協助成金 

ア Ａ・Ｂ・Ｃ区分 

 （市社協補助金を原資とす

る助成区分) 

 

 

 

 市社協補助金を原資とするふれあい助成金に区社協が実施してきた

従来の共同募金配分金による事業助成を統合し助成を行いました。 

                 詳細は Ｐ30～Ｐ36参照 

○ 受配団体：      １５２団体 

○ 助成総額：７，９５６，０９０円   

内訳：Ａ区分（市民参加による地域福祉推進事業） 
８８件  ５，３００，０９０円 
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イ Ｄ・Ｅ・Ｆ区分  

 （区社協が単独で助成する 

制度） 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

②年末たすけあい募金の 

配分金による助成・配分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③地区社協への助成(①，②

に含まれるものを除く） 

 

 

 

 

④地域ケアプラザ連携地域

福祉推進事業助成金 
 
 
 
 
 

    Ｂ区分（障がい者当事者活動）         
１４件     ８２４，０００円 

   Ｃ区分（福祉のまちづくり活動）      
        ５０件 １，８３２，０００円  

  
 善意銀行預託金を財源とし、市民活動団体の立ち上げ資金等に助成
を行いました。                 
○ 受配団体：      １３２団体 
○ 助成総額：２，１１０，０００円 
内訳：Ｄ区分（立ち上げ助成） 

１８件   ９００，０００円 
      Ｅ区分（地域福祉課題解決助成）助成申込はありませんでした。 
     Ｆ－①区分（周年記念助成） 

    １件    ５０，０００円  
     Ｆ－②区分（子育て支援団体への備品等更新助成）      

             １件     ４０，０００円 
    Ｆ－③区分（区社協会員団体助成） 

        １１２件   １，１２０，０００円  
 

年末たすけあい募金を原資として、区内の地域福祉団体、福祉施設、

地区社協に配分を行いました。     詳細は Ｐ37～Ｐ40参照 

❶ 年末たすけあい募金実績額（平成28年度実績） 

１６，０５２，８０２円  

❷ 年末たすけあい募金配分（平成28年度募金実績からの配分） 

○ 受配団体：       １４９団体  

○ 助成総額：１４，４７３，０００円（決定額）  

内訳：地域配分(地域配分)   ７１件 ５，８５９，０００円 

   地域配分(団体配分)    ４８件 １，５７０，０００円 

区域配分(障がい者施設等配分)          

       ９件   ７０４，０００円 

地区社協育成助成金(平成29年度活動費の財源) 

                ２１件 ６，３４０，０００円 

 

地区社協の運営と活動の推進を目的に、２１地区の地区社協を対象

に助成金を交付しました。 

〇地区社協活動費          １，０５０，０００円 

(市社協補助金 1地区社協あたり 50,000円) 

〇地区社協育成助成金        ７，９７０，０００円 

○地区社協支援費          １，１５０，０００円 

 

地域ケアプラザ等が区社協と連携し、地域住民を対象とした助け合

いの仕組みを作り出すことを目的とした地域福祉推進事業に対し、助

成金を交付しました。 

 

○ 受配事業：  ３事業  

○ 助成総額：１５０，０００円 

地域包括支援センター若竹苑「社会的孤立に向けた食事会の開催」 
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⑤地区ボランティアセンタ

ー事業助成金 

 

菅田地域ケアプラザ「菅田・羽沢地区社会福祉施設連絡会」 

六角橋地域ケアプラザ「まち×学生プロジェクト」 

 

神奈川区内に設置する地区ボランティアセンターの活動を支援す

ることを目的として、地区ボランティアセンターが行う各種事業に要

する経費について、助成金を交付しました。 

○ 受配団体：  ５団体  
○ 助成総額：５００，０００円 

内訳：運営費助成 

○受配団体：  ２団体  

菅田安心ボランティア 

大口七島ミニボランティアセンター 

立上げ助成 

○受配団体：  ３団体  

     神奈川支え合いチーム 

     三ツ沢南町 お助け隊 

     松見地区支え愛プラン推進委員会 

重点項目２ 幅広い福祉保健人材の育成 
 

 【ボランティアセンター事業・福祉保健活動拠点運営】 

１ 区域におけるボランティア活動の推進（区はボランティアセンター） 

①新規ボランティアの発掘

と育成・登録ボランティア

へのフォローアップ 

 

 

 

 

 

② 区ボランティアセンター 

コーディネート体制の充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

❶一般区民向けのボランティア入門講座の開催 

 ボランティア活動の基礎、高齢者疑似体験、車いす体験などを 

「ボランティア入門講座」として定期的に開催しました。          

○開催回数 年間４回 

○会  場 はーと友神奈川 

○参 加 者 延べ９名 

 
❷各種講座での説明 

 横浜シニア大学等の他機関が開催する講座にて、「ボランティア

とは」等、ボランティアの基礎について講義を行いました。 

 

❶ボランティア相談窓口の開設時間 

月曜日～土曜日 ９：００～１７：００ 

 

❷コーディネート実績 

区  分 依頼件数 紹介件数 

児   童 ２ ２ 

障がい児・者 １３ ７ 

高 齢 者 ６３ ５５ 

外 国 人 ０ ０ 

限 定 せ ず １ １ 

そ の 他 ８ ６ 

合   計 ８７ ７１ 
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③区ボランティアセンター 

広報啓発の充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④区福祉保健活動拠点の運営 

（指定管理事業） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

❸ボランティア新規登録者数 

個人登録  ３２名 …… 累計３３９名 

団体登録  ２団体 …… 累計６８団体 

 

❶「はばたき」の発行 

  ボランティア募集や登録ボランティアへのフォローアップ等

の情報を掲載 

  ○年２回  発行部数：各回１，０００部 

 

❷「かながわ区社協だより」への記事掲載 

ボランティア講座の案内、ボランティア募集など 

○年１回  発行部数:４３，１００部 

 

❸「広報よこはま 神奈川区版」への記事掲載 

ボランティア講座の案内 

○年１回  発行部数:１２０，０００部 

 

❹「ボランティアをはじめるあなたへ」の作成 

 活動にあたっての注意事項、ボランティア保険についての情報な

どを掲載したパンフレットを作成、講座等で活用しました 

 

❺「ボランティアセンターリーフレット」の作成 

 ボランティアを始めるきっかけとして、ボランティアセンターを

知ってもらうためにリーフレットを配布しました。 

 

区福祉保健活動拠点「はーと友神奈川」を受託し、運営しました。 

指定期間：平成28年４月１日～平成33年３月31日 

開館時間：9：00～21：00（日・祭日は ～17：00） 

  業務内容：部屋の貸出、印刷機、メールボックス、ロッカー 

の貸出、ボランティア相談・紹介・支援 

❶部屋別利用実績 

区  分 

利 用 件 数 

午前 午後 夜間 計 

団体交流室 334 306 261 901 

多目的研修室 171 185 180 536 

点字製作室 76 93 14 183 

録 音 室 195 207 100 502 

対面朗読室 123 123 122 368 

合   計 899 914 677 2,490 
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⑤福祉教育の推進 

❷団体別利用実績 

利用団体内訳 

ボランティア 
団体 

障がい者団体・ 
当事者団体 

その他 計 

1,071 334 1,877 3,282 

 

❸登録団体数  計  117団体 

 内訳  ボランティア団体：33団体、当事者団体：22団体 

    そ の 他   ：62団体 

❹拠点利用調整会議の開催 

 拠点のパンフレットや窓口アンケートの結果を説明するとともに、

小グループで利用団体相互の交流・情報交換の場を設けました。 

 ○日  時：３月２１日（火）10：30～12：00 

 ○参加団体：34団体 38名 

 

区内の学校等が行う福祉教育学習の相談コーディネートや福祉教

育プログラム実施に、他団体とともに協力しました。 

小学校３校、中学校３校、高等学校１校 

（視覚障がい理解講座、聴覚障がい理解講座及び手話講座、高齢

者疑似体験等） 

企業１社（高齢者疑似体験、視覚障がい体験、車いす体験） 

【地域福祉推進事業】 

２ 地域ケアプラザと連携したボランティア活動等の推進 

①小地域におけるボランテ
ィアコーディネート体制
の確立に向けた取組 

（地区ボランティアセンタ
ーの推進） 
 
 

②地域ケアプラザ事業 
「地域づくりデビュー講
座」への協力 

 

 
 
 
③地域ケアプラザ地域交流
コーディネーター連絡会
開催 

 

 

ちょっとした手助けを、地域住民が自ら行い、それをコーディネー

トする「地区ボランティアセンター」の運営費を助成するとともに、

運営の支援を行いました。 

≪地区ボランティアセンター設置地区≫ Ｐ６参照 

 

講座受講者が地域の活動につながり、定着できるよう地域ケアプラ

ザと協力して、プログラムの企画や地域の活動の受け皿づくりなどを

行いました。 

○六角橋地域ケアプラザ「コーヒーを学んでサロンを作ろう」 

○菅田地域ケアプラザ 「ボランティアデビュー講座」 

 

月１回開催されている連絡会の事務局を担い、情報交換や視察研修

を行うとともに各地域ケアプラザとの協働事業により地域を支援し

ました。 

○視察研修「椎名町子ども食堂」 

日 時：８月２５日 

子どもへの支援について学ぶとともに、今後どのように区域で小

中学生への支援を行っていくか学びました。 
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【地域福祉推進事業】 

３ 障がい児者にかかわるボランティア等の発掘と育成 

①ガイドボランティア講座

の開催 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

②ガイドボランティア交流   

 会 

障がい種別毎に、ガイドボランティア養成講座を行い、移動情報セ

ンターおでかけサポーターの登録者を増やしました。 

 

❶知的障がい編（全 2回） 

 ○日 時 ７月１０日（日）他 

 ○参加者 延べ２９名 

 ○講 師 県立鶴見養護学校 黒住直先生と保護者の方 

 ○内 容 障がい理解の座学と７月２３日以降、区内ケアプラザで

開催した学齢障がい児余暇支援事業へボランティアとし

て参加いただいた。 

 

❷視覚障がい編（全 4回） 

 ○日 時 ①１１月６日 ②１１月１３日 ③１１月２０日  

④１１月２７日 （全日程日曜日） 

 ○参加者 延べ３９名 

 ○講 師 視覚障害者支援センターピアプレース 神崎 好喜 氏 

 ○内 容 ①座学と実技「目が見えないって？」 

     ②座学と実技「外出支援の意義とボランティアの心構え」 

     ③座学と実技「屋外や交通機関利用時の誘導の仕方」 

     ④実習「JR東神奈川駅周辺へのおでかけ」 

 

日頃活動しているガイドボランティア同士の交流と情報交換を目

的として開催しました。 

❶第1回 ８月１日（月）   

参加者 １５名 

  内 容 平成２７度の活動報告と情報交換 

❷第２回 ３月２８日（火） 

参加者  ７名 

  内 容 ガイドボランティアと利用者の交流ランチ・情報交換 

【地域福祉推進事業】 

４ 地域福祉を担う人材の発掘と育成 

 

地域福祉コーディネータ

ー養成講座の開催 

 

個別支援と地域支援を融合させた活動が進み、その意識を持った活

動者も増えてきました。また、生活支援コーディネーターが配置され

ましたが、課題の共有や解決に向けた取り組みを進めるにしても地域

内での人間関係や地域の歴史等、様々なことを理解した上で進めるの

は、なかなか難しい状況です。 

そこで、これらの状況を踏まえ各地区社協単位で、「地域福祉コー

ディネーター」を養成し、地域福祉を推進する中心的な存在になって

もらうことを目的に開催しました。 
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◯日程・内容 

第１回：１１月 ７日（月）  

講義「福祉課題と住民主体の活動作り」  

    講師：日本社会事業大学 菱沼幹男先生 

第２回：１１月１５日（火）  

講義「一人一人に寄り添う支援とは」 

    講師：すずの会 鈴木恵子氏 

第３回：１２月１４日（水）  

視察研修「すずの会ミニデイサービス」 

    視察先：すずの会    

第４回：１月２４日（火）・３月１日（水） 

        視察研修「地区支援ネットワーク会議について」 

    視察先：茅ヶ崎市 茅ヶ崎地区・浜須賀地区 

第５回：２月８日（水）  

講義「子ども支援活動と地域作り」  

    講師：NPO法人 豊島子どもWAKUWAKUネットワーク  

理事長 栗林知絵子氏  

第６回：２月２１日（火）  

講義「町内会単位で行う福祉活動」 

      講師：安城市城南町会 藤野千秋氏   

安城市社協 吉村了子氏 

○養成者数： １４名 

 

重点項目 3 高齢者、障がい児者、子育て中の親などへの生活支援 

           （「地域における権利擁護の推進」を含む） 

                【権利擁護事業】 

１ 神奈川区社協あんしんセンターの運営（市補助、委託事業） 

①契約に基づく定期訪問、 

金銭管理サービス 

 

 

 

 
 
 

 

 

 
 
 
②制度の広報、啓発 

 
 

誰もが地域で安心して暮らすことができるように、高齢者や障がい

者に対して権利擁護に関する相談や、定期訪問を通して福祉サービス

の利用援助、日常的な金銭管理サービス等を実施しました。 

○初回相談件数：４３件 

○定期訪問・金銭管理サービス契約件数：３９件 

※新規契約件数：１３件（前年比＋２件）   

終了件数：１０件（前年比＋６件） 

○財産関係書類等預かりサービス：９件 

 ※新規契約件数       ：３件（前年比＋３件） 

終了件数       ：４件（前年比＋３件） 

○利用者数          ：３９名（前年比＋３件） 

（件数は平成２９年３月末現在） 

権利擁護事業の啓発のための出張説明会の実施 

○７月２８日(木) ９：４０～１１：５０  

横浜シニア大学・老人福祉センターうらしま荘にて参加者３２名 



15 

 

③関連機関との連携 ❶地域包括支援センター連絡会社会福祉士分科会 

 ○年６回参加 

❷成年後見サポートネット 

  サポートネット全体会 年３回参加 

  サポートネット分科会 年1回参加（企画運営） 

                     【外出支援事業】  

２ 外出支援サービス事業（市委託事業）、区社協送迎サービス事業 

送迎サービス事業 

 

 

神奈川区在住の自力で外出が困難な在宅の高齢者・障がい者を対象

とし、外出の機会を拡大するとともに家族の負担の軽減を図るために

送迎サービスを実施しました。また、よりよい送迎サービスの提供と

安全運行を目的として、運転ボランティア定例会を開催し安全運転に

ついての再確認と情報交換を行いました。 

 

○利用総件数 ：７１４回 

○利用登録者 ：９９名 

○利用車両  ：リフト付ワゴン車２台、スロープ付き車１台 

○ボランティア：１６名                     

          【外出支援事業】     

３ 移動情報センターの運営（市委託事業） 

①相談窓口での相談調整・ニ

ーズの発掘と分析 

 

 

②障がい児･者のためのボラ

ンティアの発掘と育成、ネ

ットワークづくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

③サービス事業者の意見交

換会の開催 

区内障がい児者を対象とした地域の移動情報の収集、相談・調整を

行う「移動情報センター」を運営し、地域の支援機関等のネットワー

ク作り、人材発掘と育成を行いました。 

 

当事者やそのご家族から相談を受け付け、個々の状況に応じて適切

な支援機関を紹介しました。 

 

○相談件数：２１１件 （調整活動件数：２，４６４件） 

（内訳）知的障がい１０５、身体障がい６２、精神障がい６、 

複数障がい１４、その他２８ 

○ぴあ友カフェの開催 

  保護者の方が気軽に話し合える場として、カフェを開催しました。 

今年度はテーマを決めて、ゲストを招いての情報交換を行いました。 

第１回：「進路と就職」   ゲスト：県立みどり養護学校教諭 

     日  時 ５月１３日（金）１０：００～１２：００ 

参加人数 １１名 

第２回：「児童デイサービス」ゲスト：児童デイサービス事業所 

     日  時 １２月６日（火）１０：００～１２：００ 

     参加人数 ３４名 

<P13 障がい児者にかかわるボランティア等の発掘と育成 参照> 

 

障がい児者支援事業者間の連携を図り、事業者のスキルアップを図

ることを目的として、事業者研修・懇談会を開催しました。 
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④情報発信 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑤推進会議の開催 

 

第１回「障害者差別解消法と合理的配慮についての研修会」 

○日 時 １１月１７日（木） 

○参加者 ２７名 

○内 容 講演 「障害者差別解消法の内容と事業所が行うべき 

合理的配慮とは？」 

     講師 東洋英和女学院大学 教授 石渡 和実 先生 

第２回「ともに笑顔になるには・・」 

○日 時 ３月１７日（金） 

○参加者 ２４名 

○内 容  当事者３家族、１事業所からのお話しと検討会 

      スーパーバイザー：横浜市リハビリテーション事業団  

               小田芳幸 先生 

 

相談事業をはじめとした様々な事業を紹介するため、下記のとお

り広報活動を行いました。 

  ○「出かけＹｏ！通信」９号・１０号 各1,200部発行 

 ○タウンニュースへの掲載 

 ○区内障がい児者関係団体、公共施設、区内小中学校、市内養護学

校・特別支援学校、訓練会等へのちらし等の配布 

 

移動情報センターの各業務の推進について、意見をいただく推進会

議を開催しました。 

 ○４回実施（四半期ごと） 

【地域福祉推進事業】 

４ 障がい児者のための支援 

①余暇プログラムの実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

夏休み及び冬休みの期間で、ケアプラザと共催し、実施しました。 

○全７プログラム 

 参加者：延べ３７名 ／ ボランティア：延べ９７名 

❶神奈川区社会福祉協議会 

 １月６日(金) 「いっしょにあそぼっ！冬」 

         参加者：５名/ボランティア：１３名 

❷沢渡三ツ沢地域ケアプラザ 

 ７月２４日(日)「楽しいピザ作り」  

         参加者：１２名/ボランティア：１３名 

❸菅田地域ケアプラザ 

 ７月２３日(土)「プール＆流しそうめん」 

         参加者：３名/ボランティア：８名 

８月２７日(水)「プール＆果物でジェラート作り」    

         参加者：３名/ボランティア：６名 

❹六角橋地域ケアプラザ 

 ８月１０日(水)「縁日で遊ぼう」 

         参加者：８名/ボランティア：２６名 
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②区障害者作業所連絡会と

の連携 

 

③区障害者自立支援協議会

との連携 

❺神之木地域ケアプラザ 

 ８月２日(火) 「パンケーキづくり」 

         参加者：２名/ボランティア：１１名 

❻反町・新子安・六角橋地域ケアプラザ 

 ８月２７日(土)「白幡の森をジャックしよう」 

         参加者：３名/ボランティア：１３名 

❼新子安地域ケアプラザ 

 ７月３０日(土)「縁日で遊びましょう」 

         参加者：７名/ボランティア７名 

 

定例会に参加し、情報交換・意見交換を行いました。 

 

 

区内の障がい者支援の課題に取り組むため、区役所、地域作業所、 

入所施設などで参画される協議会に事務局として参加しました。 

【地域福祉推進事業】 

５ 子育て支援 

①神奈川区子育て情報ホー

ムページ「はぐはぐ神奈

川」の運営 

 

 

②子育て支援団体に対する

神奈川区社協助成金制度

の実施 
 

③子ども支援事業 

今年度も引き続き、“はぐはぐ神奈川編集隊”に「はぐはぐ神奈川

ホームページ」の運営を委託し、子育て中のママへの取材や記事づ

くり、ホームページの更新等を行い、情報発信をしました。 

 また、各種イベントの企画運営を行いました。 

 

❶子育て支援団体への助成    ２１件  １，０５６，０００円                       

❷子育て支援団体の備品購入・施設設備に対する助成      

                     １件       ４０，０００円 

 

子どもたちが、環境に左右されることなく自分らしく暮らせるよ

う、各地域に「居場所づくり」をめざし、主任児童委員で構成される

実行委員会を組織し事業を展開しました。 

 

❶主任児童委員と区社協との懇談（毎月） 

❷「神奈川区子ども支援ネットワーク」の結成 

 ○第１回 ネットワーク会議の開催 

   日 時 ９月２７日（火）１３：３０～１５：００ 

   場 所 はーと友神奈川 多目的研修室 

   内 容 支援ネットワークの目的や今後に向けた検討 

 

❸子ども支援事業研修会 

   日 時 ９月２日（金）１３：３０～１５：３０ 

場 所 はーと友神奈川 多目的研修室 

講 師 ＮＰＯ法人豊島こどもWAKUWAKUネットワーク 

代表 栗林 知絵子 氏 

参加者 ５３名 
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  【法人運営・共同募金配分事業・地域福祉推進事業】      

６ 低所得者、被災者への生活支援 

①生活福祉資金貸付事業 

（県社会福祉協議会委託事業） 

 

 

 

 

 

 

②関係機関等との連携 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

③小災害見舞金 

 

 

 

④緊急援護事業 

 

 

 

 

⑤交通遺児見舞金 

 

低所得者及び身体障がい者世帯などの要援護世帯に、自立更生のた

めの資金貸付・償還指導を民生委員の協力のもとに行いました。 

 ○相談件数：        １，８６１件 （昨年度1,773件） 

 ○貸付件数：            ２１件 （昨年度23件）    

  （内訳）総合支援資金       １件 

            教育支援資金       １９件 

            福祉費  緊急小口資金  １件  

臨時特例つなぎ資金     ０件 

 

❶生活困窮者自立支援制度への対応 

神奈川区生活支援課が主催する本制度の定例支援調整会議に参画

し、事例検討や関連する区社協事業の紹介等を行いました。 

○年４回出席。 

 

❷神奈川県社協ライフサポート事業との連携 

神奈川社協が実施する生活困窮者支援の同事業へ相談ケースをつ

ないでいます。 

 

❸食糧支援 

NPO法人セカンドハーベスト・ジャパンの協力のもと、食べ物をお

送りしました。 

○年間 １１世帯：１３名 

 

火災等の災害を受けた罹災者に対し、見舞金を支給しました。 

 交付対象罹災件数：５件 （内訳）半焼５件 

○見舞金総額   １２０，０００円 

内訳：区社協見舞金：50,000円 県共募見舞金：70,000円 

 

 行路病人等に対し緊急入院・入所に要する肌着や食費・交通費を支

給しました。 

 ○総額：８，４００円 （４２件） 

   （内訳） 交通費   ４２件    ８，４００円 

        

神奈川県社会福祉協議会との連携事業として、交通事故により保護

者を失った遺児に対して見舞金を支給しています。 

平成28年度は該当者がいませんでした。 
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重点項目４ 会員活動と地域福祉の推進 

【法人運営】 

１ 施設関係分科会など 

①施設分科会の開催 

 

 

②青色防犯パトロール 

 

 

 

 

 

 

③近くにあるかも？見つかる

かも！ふくしのお仕事フェ

ア 

 

 

 

 

 

④新人職員交流会 

 

 

 

 

 

➄研   修 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥幹事会 

区社協会員の枠を超えて区内の福祉施設を対象とし、菅田・羽沢

地区福祉施設等連絡会と共催で開催しました。 

 

菅田・羽沢地区の福祉施設が中心となって、「自分たちの街は自

分たちで守る」をスローガンに、自主防災組織「神奈川区福祉施設

等防犯連絡協議会防犯パトロール隊」を発足、施設の送迎車輌等に

青色回転灯を装備し、青色パトロールを開始しました。 

６法人・６施設・１８台 

出発式 ９月２７日(火) 特別養護老人ホーム 羽沢の家にて 

 

福祉・介護のしごとや福祉施設を身近に感じてもらう機会とし

て、福祉人材の確保につながることを目的に開催しました。 

◯日 時  １０月１３日（木）13：00～16：00 

◯場 所  済生会神奈川県病院 地下１階「講堂」 

◯出展施設 １１施設 

◯来場者  ２３名 
◯内 容  施設案内ブース 就職・復職相談コーナー  

施設紹介スライドショー等 
 
各施設で採用が少ない新人職員の孤立感等による離職などの解

決や、同期の存在を意識することを目的に開催しました。 

◯日 時  ６月２４日（金） 

◯場 所  菅田地域ケアプラザ 

◯参加者  １６名 

◯内 容  調理をしながらの交流会 

 

福祉施設が抱える課題について、合同で研修を行いました。 

❶「施設で取り組む接遇改善」 

  日時・場所 ５月３０日（月）・けやき荘 

講師 (株)安全な介護 山田滋 氏 

❷「高齢者福祉施設職員による実践事例発表」 

日時・場所 ９月１６日（水）・けやき荘 

発表者 羽沢の家・ヴィラ神奈川・愛の家ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ横浜菅田・

菅田心愛の里・けやき荘 

 

幹事会を全９回開催しました。 
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                            【法人運営】                  

２ 専門機関部会 

①第１種会員合同分科会の 
開催 

 
 
 
②障がい者施設分科会の開催 

○日 時 ２月１６日（木） 

○参加者 ６名 

○内 容 ①理事・評議員候補者の推薦について 
    ②平成29年度区社協重点事業について 
 
区作業所連絡会定例会の一部を分科会として、議題を提出しました。 
○日 時 １月２７日（金） 

○参加者 １８名 

○内 容 理事・評議員候補者の推薦について 

                            【法人運営】                 

３ 民生委員児童委員分科会 

民生委員児童委員協議会  
分科会の開催 

毎月、実施される区民生委員児童委員協議会の一部を分科会とし
て、議題を提出しました。 

                    詳細はP28参照 

                               【法人運営】 

４ 自治会町内会分科会 

自治会町内会分科会の開催 
 

 毎月、実施される区連合町内会自治会連絡協議会定例会の一部を
分科会として、議題を提出しました。 

                 詳細はP29参照 

                               【法人運営】 

５ 当事者団体部会 

当事者団体部会の開催 ○日 時 ２月１４日（火） 

○参加者 １０名  

○内 容 ①理事・評議員候補者の推薦について 
     ②平成 29年度区社協重点事業について 

                            【法人運営】                  

６ 地域福祉関係団体部会 

①ボランティア分科会の開催 
 
 
 

 
 
②関係機関･団体分科会の 
開催 

 

○日 時 ２月２２日（水） 

○参加者 １０名 

○内 容 ①理事・評議員候補者の推薦について 
    ②橫浜市社協福祉ボランティア･市民活動部会委員の推薦 

③平成29年度区社協重点事業について 
 

○日 時 ２月１０日（金） 

○参加者 ７名  

○内 容 ①理事・評議員候補者の推薦について 
     ②平成 29年度区社協重点事業について 

                               【法人運営】 

７ 会員入会状況 

 

 

下記のとおり、会員の入退会について理事会で承認いただきました。 

○新規入会      ５件 (第１種1施設、第６種:3団体、第９種1個人) 

○退会               ２件 (第５種１団体、第９種1個人) 

○現在の会員数  ２４７件 
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重点項目５ 社協の発展に向けた運営基盤の強化 

          【法人運営・共同募金配分事業】           

１ 福祉への理解啓発、広報 

①「区社協だより」の発行 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
②タウンニュース、広報よこ

はま神奈川区版に事業情

報掲載 

 

 

➂第３２回神奈川区社会福

祉大会の開催 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④区社協ホームページの 

運営 

 

 

 

 

 

区社協事業等の周知、ＰＲを目的に、タウンニュースの一面を｢区

社協だより｣として掲載し、区内全世帯等に配布しました。世帯配布

により、ボランティア活動希望や事業へのお問い合わせの電話を多く

いただきました。  

 ○発行回数：２回   ○発行・配布エリア：神奈川区内全域 

 ○配布先：区内全世帯 ○発行部数：１回４３，１００部 

 ○内 容  

  【８５号】（８月発行） 

地域の見守りの場「サロン」の紹介 

神奈川地区「サロンにくじゃが」 

 七島南町町内会館「カフェ七島南」 

【８６号】（３月発行） 

    生活支援体制整備事業・生活支援コーディネーターの取り組

み紹介 

 

地区社協や区社協事業、ボランティアセンターをより多くの方に知

っていただくため、タウンニュースや「広報よこはま神奈川区版」に

広報を掲載し、区内全世帯に案内しました。 

○掲載回数：２回 

 

○日 時 ２月７日（火）13:30～16:00 

○場 所 かなっくホール 

○参加者 地区連合町内会、地区社協、地区民児協、地区シニアクラ

ブ、福祉保健活動団体、福祉施設、区民などの皆様。 

 約３００人。 

○主 催 横浜市神奈川区社会福祉協議会 神奈川区役所 

第１部 式典及び社会福祉功労者感謝状贈呈 

第2部 「かながわ支え愛プランの取組について」 

取組報告 地区別計画 大口・七島地区／入江地区 

区計画   地域子育て支援拠点かなーちえ 

六角橋地域ケアプラザﾞ 

 

区民への情報提供と区社協への理解を拡大するため、区社協のホー

ムページを運営しました。 

各種事業のご案内や助成金情報など、幅広く掲載しました。 

○掲載内容 

 神奈川区社協について／区社協の事業／地区社協の活動紹介／ボ

ランティア募集情報／事業計画・事業報告／広報紙、チラシ等 

○訪問者数（ホームページに訪れた人の延べ合計人数） 

  合計 ６４，５４５人 
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⑤神奈川区民まつりへの参

加 

    （１ヵ月平均約 ５，３７８人、１日平均約１７７人） 

○ホームページ更新回数   合計１６回 

○ＵＲＬ http://www.kanakushakyo.com/ 

 

反町公園で行われた神奈川区民まつりの企画・調整・運営に協力し

ました。  

○日 時 １０月９日 １０：００～１５：００ 

○会 場 反町公園  

○内 容 共同募金、日赤に関する啓発パネル展示、着ぐるみ「クロ 

クマ」による日赤活動のＰＲ、赤い羽根共同募金活動など 

 

                               【法人運営】                     

２ 善意銀行寄付金受入れの推進、福祉活動功労者への感謝 

① 善意銀行寄付金品の受入 

 

 

 

 

② 福祉活動功労者への感謝 

 

 

 

❶預託金 

 総額１，１７５，６４６円(個人５件、団体４６件) 

❷預託物品           ３２件(個人１４件、団体１８件)   

               詳細はP41～P43参照 

 

福祉活動功労者に対する感謝の意を表すため、「第32回神奈川区社

会福祉大会」にて、区社協会長と区長の連名の感謝状を次の方にお渡

ししました。 

○金品寄付功労のあった団体      ２団体 

○福祉活動功労のあった個人・団体   ３名 ６団体 

○５年以上勤続した民生委員児童委員  ４名 

 

                             【ボランティアセンター事業】                     

３ 災害ボランティアセンターの整備 

災害ボランティアセンタ

ーの運営体制の整備 

 

神奈川区福祉保健活動拠点において、区役所、区社協、ボランティ

アが協力して、ボランティアセンターが立ち上げられるように、 

連絡調整を行いました。 

 

                               【法人運営】                     

４ 地域福祉保健計画の推進 

かながわ支え愛プラン 

｢第３期神奈川区地域福祉

保健計画｣の推進 

「誰もが住み慣れた地域で、安心して、心豊かに、いきいきと暮らせ

るまちをつくろう」を理念とした｢かながわ支え愛プラン｣を区役所と

協働事務局を担い、地域別グループの一員として、「区計画推進会議」

や「地区別懇談会」(21か所)を開催し、計画を推進しました。 

 

                              【法人運営】                    

５ 理事会、評議員会、正副会長会、監事会、委員会 

①理事会、評議員会、 

正副会長会 

 

 

定期的に開催し、重要な事業の進め方について審議をしました。 

また、正副会長会を原則として、毎月、開催し、事業の進め方や方

針を審議しました。           詳細はP24～P26参照 
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②評議員選任・解任委員会 

 

 

③監事による監査 

 

 

④各種委員会 

 平成29年４月1日社会福祉法改正にともない、新たに次期評議員を

選出するため、開催しました。         詳細はP27参照 

 

適正な組織運営を図るため、理事会などに出席いただくとともに、

監事会を開催しました。            詳細はP25参照 

 

助成金審査委員会を年３回開催しました。（６月、９月、３月） 

業者選定委員会を６月に１回開催しました。   詳細はP27参照 

 

                                【法人運営】 

６ 苦情解決等の状況 

 下記のとおり、苦情を受け付け、対応しました。 

苦情受け付け   １件 内容：生活福祉資金関係 

ご意見箱受付   ０件 

 

                                【関係団体支援】 

７ 地域福祉関係団体への協力 

地域福祉関係団体支援 関係団体の事業運営に協力しました。                                           

○神奈川県共同募金会神奈川区支会 

○日本赤十字社神奈川県支部横浜市地区本部神奈川区地区委員会                      

○神奈川区遺族会(会計全般は団体の自主管理)                                         

○神奈川保護司会(会計全般は団体の自主管理) 

 

事務支援・協力団体                                                                   

○神奈川区更生保護女性会 

 


